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一 開 会 

こ 議 事 

Ⅰ アレルギ一対策論点整理について 

  基本的方向性 

  医療提供体制の 整備 

  患者 Q0 Ⅰの向上等 

  情報提供・相談体制 

三 閉 会 



( 配付資料 ) 

資料 1  アレルギ一対策論点整理 ( 案 ) 

参考Ⅰ 平成 1 5 年保健福祉動向調査 アレルギ一様症状 

参考 2  アレルギー疾患に 関する正しい 情報の普及 

参考 3  リウマチ・アレルギー 相談員養成状況 

参考 4  各都道府県におけるアレルギー 施策について 

参考 5  リウマチ・アレルギ 一対策研究及び 医療の現状と 問題点 は ついて 

(3 月フ日リウマチ・アレルギ 一対策委員会秋山委員提出資料 ) 

古江委員提出資料 

0  「アレルギー 診療において、 世界水準レベルに 達していない 分野は具体的 
に 何であ るか r? 」 

岡本委員提出資料 

0  「アレルギー 性鼻炎診療の 欧米との違い」 

山中委員提出資料 

0  「アレルギ一対策における 木県の現状と 課題」 



アレルギ一対策論点整理 ( 案 ) 

0  今までのアレルギ 一対策についてどのように 評価 
するか。 また、 今後アレルギー 疾患を克服するた 
めには、 どのような基本的方向性を 持っていくべき 
か O 

第二研究の推進 
一 効果的かつ効率的な 研究推進体制の 構築 

0  アレルギ一の 研究の状況はどうなっているのか。 

O  研究目標に基づいた 戦略的な研究がなされてい 
るか。 

O  現在の問題点に 合った適切な 公募課題が設定さ 
れているか。 

0  研究課題の評価システムは 十分に機能していると 
いえるか。 問題点はなにか。 どのように対応すべ 
きか。 
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O  患者が自己管理できるようにしていくためにはど 
のような研究を 行っていくべきか。 その際、 
・アレルギ一の 病態や発症機序に 関してはどのような 課 
題 が考えられるのか。 
・アレルギ一の 予防に関してはどのような 課題が考える 
れるのか。 
・正しい診療を 行うためにはどのような 技術を開発する 必 
要 があ るか。 
，治療法の開発に 関してはどのような 課題が考えられる 
のか。 
  疫学的な知見は 十分か。 
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するための ア ・ アレルギー疾患 有病 率及び長期予後調査等を 実施 

""'"" 一 
弔二 医薬品の開発促進等 

0  厚生労働省における 研究と医薬品開発との 連携 
は 充分行われているか。 連携を進める 上でどのよ 
うな課題が考えられ、 どのように解決すべきか。 

0  @B'@./@ ,, ロの， 二ニ @ @@ 自 "-"  , の 
発を考えてはどうか。 



0  アレルギー疾患別に 適切な医療体制が 確保され 
ているのか。 その際、 地域においては 医療体制を 
体系立てて計画的に 整理すること 等によってその 
確保に努めるべきではないか。 

O  気管支喘息、 アトピー性皮膚炎、 アレルギー性鼻 
炎・花粉症、 食物アレルギーそれぞれについて 患 
者が疾患について 自己管理できるようにするため 
にはどのような 医療体制等を 具体的に確保すべ 
きか。 

0  気管支喘息室積発作等に 対する医療体制づくり 
  

をどのようにとるべきか。 
二 人材育成 

0  適切な医療が 確保される よう 医療従事者・ 医学生   レル かかしつ @  に、 @  串、 ，ム ・ 1 の 上 
等に対してどのような 取組を行っていくべきか。 

の 育成 ・ アレルギー総合専門医 
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救急対応等に 関する教育 



0  現在、 アレルギ一に 関する情報提供の 内容及び 
提供手法は適切か。 適切でないとすればその 理 
由はなにか。 

0  正しい情報をどのように 提供していくべきか。 

0  住民に身近な 市町村の役割は 大きいと考えるが、 
市町村、 都道府県、 国各々どのような 役割分担で 
対応すべきか ; 

  

三 相談体制の整備 
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アレルギー相談員はどのように 養成すべきか。 

  

リウマチ・アレルギー 相 員 養成研修会で 養成された 
き 出目 の， 



@ 士患者を取り 巻く環境の改善 

ゲ
 
レ
 
レ
ノ
 

な
ア
 

-
 
つ
 
よ
 
の
 
ど
 

レ
ル
ギ
一
等
の
 
観
点
、
 

か
ら
 

を
講
じ
る
こ
と
が
 
必
要
か
。
 

ア
策
 

食
物
 

ン
対
 

O
 
O  住環境に対してどのようなアレルゲン 対策を講じ 
ることが必要か。 

@ 人関係機関との 連携 

O  国や都道府県がアレルギ 一対策を推進していく 上 
でどのような 機関と連携すべきか。 また、 連携 機 
関 にどのような 役割を求めていくのか。 
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